
5 牧 草原 料 草 と天候 条 件 か らみ たヘー キユー パ の年 間操 業 につ いて

■ 背 景と特徴

(1)現 在、県内数 力所にヘーキユパカ導 入されているが、長時間運転による生産効率を高めるた

めの社飼料生産規模や運営上の成立条件など不明な点が多い。そこで平但地におけるヘイキユ

ーパ原料草と天候状況から、年間稼動上の対策を明らかにした。

2.技 術内容

(1)ヘ
ーキユープの成形通期は1番 車でオーチヤー ドグラスでは穂争期より開花前期までであり、   、

テモンーでは穂争期より出穂後期までである。2番革以降は刈取後オーチヤードグラスで約

40日 、チモンでは約 50回 が適期である。

(2)年 や場所に よつても異なるが滝沢村 (畜試 )では年間稼動日教は 170日 位である。過去の

気象の平均か らその多ち雨天 (1仰 以上の降雨 )が 40日 位あり、したがつて実際の稼動日数

は 130日 (764%)程 度となる。

(3)ベ
ーキユーパの能力、稼動可能 日数等からオーチヤード//ラスだけなら75れ が採草地面積

の限界であるが、対象面積が 100れ の場合、出穂のおそいチモンーを?5れ 組合わせるのが

適当である。

(4)100材 規模の場合、オーチヤー ドクラスは年 4回メ1、テモシーは 3回刈が限度である。

(5)10a当 り5000浄 の場合、成形時間は 1番車で 20時 間の深夜作業が必要となる。また

年間実動 日数 113日 位では操業は約 ■400時 間で機械の能率からみると、 2番 草以降は 1

00あ 以外に原料草を求め、できるだけ操業時間の延長を計ることがコスト低下の上からも必

要 となつてくる。

a 指 導上の留意点

(1)原 料放事は絶対倒伏させない よう、特に1番草では追肥に十分注意する。

(O)ヘ イキユープの成形効率はクローパの多い程良いので、草地造成時にはクロー六の混播量を

多くするとともに、造成後の管理はなめ科比率を低くしなぃよう留態する。まめ科車が極踊に

減少したら追播でその回線を計るなど積極的な草地管理が大切である。

4 試 験成績の概要

(1)試 験課題名 固 型糧飼料調製試験

(2)試 験年次及び場所 昭 和 46 ～  50年  岩 手畜試

(3)試 験方法

対象型式 :ハ ンデシブルグ A-25型 粗飼料乾燥圧縮成形機            .

対象革穫 :オ ーチヤ ドグラス主体 (昭和 46年 造成車地 )、 チモシー主体 (昭和 48年 造成

車地 )

天  候 :昭和44 ～  50年 (7カ 年)滝沢地区の乾草調製上の適否からみての記録ど
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(4)試 験結来

滝沢におけるォーチヤごドグラス、チモシ草地のヘイキユパ原料草の生産特性と実際の稼動 日

数から生産効率を高めるための草地規模、草種別組合わせ等明らかにした。

(5)主 要成果の具体的データ
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(6)残 された問題点

高冷地における適草種の組合わせ、

& 参 考資料    i

試験成績書及び概要書 岩 手畜試

注 )滝 沢地区の乾草嗣製を対象に調査のもの

年間機械刈可能回数、産草量、稼動期間の検討
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